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令和 8年度

その他の取り組み
と３つの重点的施策

教育・福祉の充実

都市基盤の充実

産業の育成

　こどもが複数の居場所を持てるようになることを目的に、
令和7年度から5年を期間として民間事業者と協働で取り組み
を進めています。今年度は、こどもの居場所マップの作成や
こどもの居場所づくりに関心のある人を対象とするセミナー
を開催し、こどもが安心できる居場所の充実を目指します。

継続

　国の補助対象外となる中学校給食費の無償化を本市独自の
取り組みとして継続し、子育て世帯の経済的負担軽減を図り
ます。また食材費の高騰に対応し、バランスの取れた、地域
色豊かで魅力ある学校給食を引き続き提供します。

継続

新規

　国が策定を進めている「地域未来戦略」を踏まえ、産業政
策の基本的な考え方を示す「古河市産業ビジョン」を策定し
ます。商工業・農業・観光分野における地域特性を生かし「強
い経済」に向けた方向性を市民や事業者と共有し「産業の育
成」を力強く推進することで、地域経済の成長を目指します。

継続 雇用の創出と地域経済の活性化 ▶3億29万円

　未来産業用地開発事業について「東山田・谷貝地区」では
北側拡張エリアの開発に向けて、民間事業者と協働し事業を
進めています。「大堤地区」については、周辺エリアの最適
な道路網構築を目指し、国や県との協議を進めながら、民間
開発事業者の選定に向けて事業を推進します。

新規

　地域の防災力向上を目指し、最新の知見を反映させた実効
性の高い地域防災計画へと改訂します。また概要版を作成
し、市民一人一人の防災意識の向上を図るとともに、災害へ
の備えを促進します。

新規

　古河クリーンセンターの老朽化に伴い、古河地区のさしま
環境管理事務組合加入に向けて、効率的なごみの収集運搬を
図るため、古河地区に家庭ごみの中継施設を整備するための
調査を行います。

詳細は、市ホームページをご覧ください

こどもの居場所づくりを支援 ▶3,423万円

小中学校給食費の無償化 ▶1億5,653万円

産業ビジョンの策定 ▶978万円

地域防災計画の改訂 ▶631万円

家庭ごみ中継センターの整備 ▶2,594万円
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